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１【提出理由】

当社及び当社グループの財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に著しい影響を与える事象が発生いた

しましたので、金融商品取引法第24条の５第４項並びに企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第12号及び

第19条の規定に基づき、本臨時報告書を提出するものであります。

 

２【報告内容】

１．該当事象の発生年月日

平成29年４月25日　

 
２．当該事象の内容

当社連結子会社であるMalaysia Packaging Industry Berhad（以下「MPIB」という。）の保有する敷地が、マ

レーシア政府が進める高架鉄道計画（Mass Rapid Transit）の収用対象とされており、平成28年11月９日にマレー

シア政府から移転に伴う補償額（約22億円）が通知され、平成29年２月14日に補償金の全額入金がありましたが、

この移転補償金の会計処理について、MPIB会計監査人及び当社会計監査人との協議を重ねた結果、土地・建物等に

対する移転補償金約15億円については、平成29年３月期に特別利益への計上が妥当であるとの判断に至りまし

た。　

 
３．当該事象の損益及び連結損益に与える影響額

当該事象の発生により、平成29年３月期第４四半期において、下記のとおり収用補償金を特別利益として計上す

ることといたしました。

（個別）

該当事項はありません。

（連結）

収用補償金 1,511百万円

 
以 上
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